
健康づくり応援通信 ８月号  

 

（一社）新潟県労働衛生医学協会  025（232）0151 《監修：労働衛生コンサルタント 佐藤 幸示》  

職場における熱中症による死傷者数は増加傾向にあり、令和 6年における休業 4日以上の死傷災害は、

1195人と調査開始以来最多となっています。今年は労働安全衛生規則の一部を改正する省令が発出され、

職場での熱中症対策が強化されました。今回は法改正のポイントとその対応についてのお話です。 

 体制整備の基本的な考え方は、見つける、判断する、対処する、の 3つです。熱中症による健康障害発

生時の対応についての一例を紹介します。  

近年の気候変動の影響から、職場における熱中症による死亡災害が昨年、一昨年と 2 年連続で 30 人以

上となっています。死亡者の約 7割は屋外作業であるため、気候変動の影響により更なる増加が懸念され

ています。死亡災害に至る原因のほとんどが、初期症状の放置や対応の遅れです。そのため、令和 7年 6

月 1日に労働安全衛生規則が改正され、「WBGT28度以上又は気温 31度以上の環境下で連続 1時間以

上又は 1日 4時間を超えて実施」が見込まれる作業を対象に、熱中症のおそれがある労働者を早期に見つ

け、その状況に応じ、迅速かつ適切に対処することにより、熱中症の重篤化を防止するため、「体制整備」、

「手順作成」、「関係者の周知」が事業者に義務付けられています。 

 

 熱中症のおそれのある者を発見した際の報告先をきちんと定め、医療機関までの搬送の間や経過観察中

には、一人にしないことが大切です。回復後の体調急変等により症状が悪化するケースがあるため、連絡

体制や体調急変時等の対応をあらかじめ定めておきましょう。 

 
 

 
 
 
 
 
 
  
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

改正労働安全衛生規則について 

熱中症予防対策 

参考：厚生労働省 労働安全衛生規則の一部を改正する省令の施工等について（ 健康づくり推進部 菊地 香 2025.8） 

熱中症疑いの方が発生した際の対応 

熱中症のおそれのある者を発見 

【熱中症が疑われる症状例】 

めまい、筋肉痛・筋肉の硬直、頭痛、不快感、吐き気、倦怠感、

高体温、ふらつき、生あくび、失神、大量の発汗、けいれん等 

  

作業中断・身体冷却 
作業を直ちに中断し、日陰やエアコンが効いた涼しい場所へ避

難、保冷剤等を用いて、身体を冷やしましょう。 

意識の異常 

「意識の有無」だけで判断するのではなく、①返事がおかしい、

②ぼーっとしているなど、普段と様子がおかしい場合も異常等

ありとして扱うことが大切です。 

異常等あり 
異常等なし 

自力での水分摂取 

できない 

できる 
経過観察 

医療機関へ搬送 

回復しない 

症状悪化 

回復 
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